
初夏のおでかけガイド………………………… ４
渋川市の魅力と観光を考える異業種交流会…… ９

平成24年度市の財政執行状況	����� ２
6月1日〜7日は全国水道週間	������ ６

主な内容

みんなで集まると食欲も会話も進むね
　子持地区(中郷)の標高360mの高台にある｢メープルヴィ
レッヂこもち｣。森の中にバンガローや全天候型のバーベ
キュー棟が設けられ、週末ともなると、手軽にアウトド
アを楽しむ家族連れや仲間同士でにぎわっています。
土・日曜日、祝日も利用でき、10月31日まで営業。皆さ
んもメープルヴィレッヂに出掛けてみてはいかがですか。
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一 般 会 計　 歳入・歳出予算 379億7,942万円

　

議 会 費 議員の報酬や、議会運営などに使
われるお金

支出済額（執行率）
２億9,004万円（98.7％）

予算額
２億9,388万円

総 務 費 市の全般的な事務に使われるお金 42億2,522万円（92.7％） 45億5,566万円

民 生 費 子どもやお年寄り、体の不自由な
人のために使われるお金 91億3,315万円（85.8％） 106億4,806万円

衛 生 費 市民の健康増進やごみの処理など
に使われるお金 27億1,830万円（90.7％） 29億9,807万円

農林水産業費 農林水産業の振興に使われるお金 ９億3,254万円（51.3％） 18億1,736万円

商 工 費 商工業や観光の振興に使われるお
金 ９億3,654万円（91.5％） 10億2,317万円

土 木 費 道路や公園の整備、区画整理など
に使われるお金 21億6,727万円（51.5％） 42億474万円

教 育 費 小・中学校、幼稚園、体育・文化
活動などに使われるお金 35億5,499万円（48.5％） 73億3,535万円

公 債 費 借り入れたお金の返済に使われる
お金 30億2,109万円（96.4％） 31億3,236万円

そ の 他 消防費や労働費など、そのほかの
支出 12億1,967万円（61.9％） 19億7,077万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■グラフは歳出予算に対する執行率を表しています。

※一般会計＝市税を主な収入財源として、市民生活に密着した福祉や教育、道路整備やごみ処理といった行政サービス全般に関
　する経理を行う会計です。
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市 税 市民の皆さんに納めていただく固
定資産税や市民税など

収入済額（収入率）
106億8,052万円（102.2％）

予算額
104億5,292万円

地 方 交 付 税 市の財政状況に応じて国から交付
されるお金 92億5,484万円（103.5％） 89億4,176万円

国 庫 支 出 金 特定の事業を行うために国から交
付されるお金 30億5,695万円（87.7％） 34億8,717万円

市 債 国や金融機関などから借り入れる
お金 18億9,770万円（29.0％） 65億4,480万円

諸 収 入 利子や雑収入など 14億9,173万円（81.8％） 18億2,314万円

県 支 出 金 特定の事業を行うために県から交
付されるお金 13億1,410万円（56.5％） 23億2,458万円

繰 入 金 積み立てていた基金から繰り入れ
るお金 ６億5,635万円（95.3％） ６億8,848万円

そ の 他 財産収入やそのほかの収入 36億7,895万円（99.0％） 37億1,657万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■グラフは歳入予算に対する収入率を表しています。
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2広報しぶかわ

　市では、｢市財政概要の作成及び公表に関する条例｣に
基づき、皆さんが納めた市税などの収入状況やその使わ
れ方、借入金（市債）などの財政状況を、年２回に分けて
公表しています。今回は、前年度の平成24年４月１日か
ら平成25年３月31日までの財政状況をお知らせします。
※金額は３月31日現在のもので、出納整理期間（25年４月～５
月）の収入 ･ 支出を含んでいないため、決算額とは異なります。

平成24年度 ４月～３月市の財政執行状況
一般会計　収入率84.3％・執行率74.2％

平成24年度 ４月～３月市の財政執行状況
一般会計　収入率84.3％・執行率74.2％

昨年度の清流まつり



会計区分 予算額
収入済額

（収入率）
支出済額

（執行率）

国 民 健 康 保 険
（事業勘定）

102億7,114万円
95億4,865万円

（93.0％）
90億6,121万円

（88.2％）

国 民 健 康 保 険
（診療施設勘定）

１億3,701万円
１億2,536万円

（91.5％）
１億2,088万円

（88.2％）

後期高齢者医療 ９億5,696万円
９億742万円

（94.8％）
８億4,826万円

（88.6％）

介 護 保 険 70億5,877万円
55億7,542万円

（79.0％）
64億4,647万円

（91.3％）

特 別 養 護
老人ホーム事業

4,248万円
０万円

（0.0％）
3,997万円
（94.1％）

農作物直売事業 876万円
876万円

（100.0％）
837万円

（95.5％）

伊 香 保 温 泉
観 光 施 設 事 業

１億222万円
8,055万円
（78.8％）

8,492万円
（83.1％）

小野上温泉事業 3,790万円
1,901万円
（50.2％）

3,701万円
（97.7％）

交 流 促 進
セ ン タ ー 事 業

897万円
129万円

（14.4％）
713万円

（79.5％）

下 水 道 事 業 24億7,471万円
11億2,160万円

（45.3％）
17億7,753万円

（71.8％）

農業集落排水事業 13億7,334万円
４億5,236万円

（32.9％）
10億2,777万円

（74.8％）

個別排水処理事業 3,300万円
475万円

（14.4％）
936万円

（28.4％）

簡 易 水 道 事 業 ２億7,444万円
１億3,782万円

（50.2％）
２億4,017万円

（87.5％）

区　　　分 予算額
収入または
支出済額

収入率または
執行率

水
道
事
業

収益的収支

収入 17億1,832万円 17億3,291万円 100.8%

支出 16億2,182万円 15億4,455万円 95.2%

資本的収支

収入 １億2,948万円 9,798万円 75.7%

支出 ９億1,761万円 ７億7,831万円 84.8%

病
院
事
業

収益的収支

収入 15億3,633万円 15億4,411万円 100.5%

支出 17億4,017万円 16億7,536万円 96.3%

資本的収支

収入 １億9,505万円 １億9,130万円 98.1%

支出 １億9,505万円 １億9,130万円 98.1%

借入金の使いみち 金　　額 前年同期との比較

  一般会計・特別会計 524億7,979万円 △５億4,240万円

下水道の整備 212億3,742万円 △３億9,837万円

道路・橋りょうの整備
区画整理 78億5,364万円 △１億7,277万円

教育施設の建設 25億5,596万円 ２億1,027万円

温泉・観光施設の建設 ６億7,032万円 △２億2,533万円

その他 201億6,245万円 4,380万円

  水道事業会計 56億6,063万円 １億2,479万円

  病院事業会計 14億3,316万円 △１億5,956万円

計 595億7,358万円 △５億7,717万円

市有財産の状況

基　　金
特定目的基金（※）

36億338万円
その他の基金
56億663万円

建　　物
36万9,524㎡

土　　地
（山林含む）

1,229万9,115㎡

有価証券
その他の権利
14億428万円

※特定目的基金とは、福祉事業や国際交流など、用途が特定さ
れている基金のことです。その他の基金には、市税収入の大幅
な減少などに備えて積み立てている財政調整基金を含みます。

※特別会計＝国民健康保険事業や下水道事業のように、保険料
や使用料などの収入によって運営する事業の会計。特定の事業
ごとの収支を明確にするため、一般会計から区別して経理して
います。

　市債の平成25年３月31日現在残高は、全会計を合
わせて595億7,358万円で、市民一人当たりに直すと
約71万６千円になります。
　市債は、道路整備や公共施設の建設などを行う場合
に、国や金融機関から借り入れたものです。
　借り入れによって、施設を利用していく将来の市民
の皆さんにも費用を負担してもらうことになり、世代
間の負担を公平にすることができます。また、資金を
借りることによって、その年の支出を少なくすること
となり、そのほかの事業にも取り組むことができます。
　今後も、厳しい財政状況を踏まえ、借入後の返済額
を考慮しながら、適切な執行に努めます。

※企業会計＝市などが直接経営する企業の会計です。民間企業と
同様の経理方法が適用され、事業収入で支出を賄うことを原則と
し、一般会計と区別して経理しています。なお、企業会計には出
納整理期間がありません。
※収益的収支＝企業の経営活動に関する収支。
※資本的収支＝将来の経営活動に備えて行う建設改良などに関
する収支。

市債の総額は595億7,358万円

特　別　会　計 企　業　会　計

3 平成25年６月１日号

  

市の財政執行状況 ■問い合わせ先：本財政課（℡�2414）
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初
夏
の
お
で
か
け
ガ
イ
ド

春の市民健康ハイクあじさいまつりザスパ観戦1,000人招待

　

市
民
の
心
身
の
健
康
増
進
を
図
る

た
め
、
尾
瀬
ヶ
原
を
散
策
し
ま
す
。

と
き　

６
月
15
日
㈯
午
前
７
時
集
合

(

午
後
６
時
帰
着
予
定
・
雨
天
中
止)

内
容　

尾
瀬
ケ
原
散
策
コ
ー
ス(

鳩

待
峠
→
山
ノ
鼻V

C

→
牛
首
→
竜
宮
ヨ

ッ
ピ
吊
橋
→
牛
首
→
山
ノ
鼻V

C

→
鳩

待
峠)

■
小
野
池
あ
じ
さ
い
公
園
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ(

光
と
花
の
共
演)

と
き　

６
月
15
日
㈯
～
７
月
７
日
㈰

午
後
７
時
～
９
時

■
ア
ジ
サ
イ
に
関
す
る
作
品
の
募
集

と
展
示

〈
作
品
募
集
〉

作
品
内
容　

▽
俳
句
・
短
歌
＝
ア
ジ

サ
イ
に
つ
い
て
の
未
発
表
の
自
作
品

　

ザ
ス
パ
ク
サ
ツ
群
馬
で
は
、
７
月

７
日
㈰
に
正
田
醤
油
ス
タ
ジ
ア
ム
群

馬
で
行
わ
れ
る
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ

ク
戦(

午
後
７
時
30
分
試
合
開
始)
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
を
招
待
し
ま
す
。
プ

ロ
サ
ッ
カ
ー
の
迫
力
と
興
奮
を
ス
タ

ジ
ア
ム
で
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者　

市
内
在
住
の
人

定
員　

１
０
０
０
人

申
込
方
法　

メ
ー
ル
ま
た
は
往
復
は

集
合
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
駐
車
場

交
通
手
段　

市
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人(

小
学
生
以
上)

定
員　

30
人(

超
え
た
場
合
は
抽
選)

参
加
料　

５
０
０
円

持
参
す
る
も
の　

昼
食
、
水
筒
、
雨

具
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
敷
物
な
ど

▽
書
＝｢

ア
ジ
サ
イ｣

で
書
体
は
自
由

▽
写
真
＝
ア
ジ
サ
イ
を
写
し
た
も
の

応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

応
募
方
法　

俳
句
・
短
歌
は
短
冊
で
、

書
は
色
紙
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

写
真
は
四
ツ
切
り
判
ま
で
。
ま
た
、

作
品
の
裏
に
記
名
を
し
て
く
だ
さ
い

提
出
場
所　

都
市
計
画
課(

第
二
庁
舎)

が
き
で
、
代
表
者
の
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名(

ふ
り
が
な)

、
年
齢
、
電

話
番
号
と
観
戦
者
全
員
の
氏
名(

ふ
り

が
な)･

年
齢
を
記
入
し
、
ザ
ス
パ
ク

サ
ツ
群
馬
前
橋
事
務
所(

〒
３
７
１
―

０
０
３
５･

前
橋
市
岩
神
町
１
―
２
―

１･
㈱
草
津
温
泉
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ･
ザ
ス
パ
ク
サ
ツ
群
馬
前
橋
事
務
所

｢

渋
川
市
民
感
謝
デ
ー
係｣･

ｍshibuk
aw

aday@
thespa.co.jp)

へ
。
ホ
ー

申
込
方
法　

電
話
で
体
育
課
へ

申
込
期
間　

６
月
４
日
㈫
～
10
日
㈪

午
前
９
時
～
午
後
５
時(

10
日
は
正
午

ま
で)

そ
の
他　

雨
天
中
止
の
場
合
は
、午
前

６
時
以
降
に
参
加
者
に
連
絡
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
先　

二
体
育
課(

℡
�

２
１
０
４)

募
集
期
間　

６
月
17
日
㈪
～
７
月
４
日
㈭

そ
の
他　

出
品
者
に
は
作
品
を
と
り
ま

と
め
た
冊
子
と
粗
品
を
贈
呈
し
ま
す

〈
作
品
展
示
〉

と
き　

７
月
８
日
㈪
～
19
日
㈮

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
も

み
じ
サ
ロ
ン

　

詳
し
く
は
、
二
都
市
計
画
課(

℡
�

２
０
７
３)

へ
。

ム
ペ
ー
ジ(http://w

w
w
.thespa.co.

jp
/)

か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

な
お
、
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
な
ど
の
団

体
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す

※
市
役
所
で
は
申
し
込
め
ま
せ
ん
。

申
込
期
限　

６
月
26
日
㈬(

必
着)

　

詳
し
く
は
、
ザ
ス
パ
ク
サ
ツ
群
馬

前
橋
事
務
所(

℡
０
２
７
―
２
２
５
―

２
３
５
０)

へ
。
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本
ス
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ー
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健
康
推
進
調
整
室)
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日
本
の
真
ん
中
の
本
市
中
心
部
を

流
れ
る
利
根
川
と
、
市
内
で
利
根
川

に
合
流
す
る
吾
妻
川
。
こ
の
２
つ
の

川
の
、
夏
の
風
物
詩
と
言
え
ば
、｢

ア

ユ｣･｢

鮎
釣
り｣

、そ
し
て｢

簗(

や
な)｣

。

例
年
６
月
に
な
る
と
、
市
内
各
所
で

鮎
釣
り
を
す
る
釣
り
人
が
見
か
け
ら

れ
ま
す
。

　

ア
ユ
は
釣
っ
て
楽
し
く
、
食
べ
て

も
お
い
し
く
、
姿
も
美
し
い
と
い
う
、

三
拍
子
そ
ろ
っ
た
魚
で
す
。
県
内
で

も
利
根
川
を
中
心
に
生
息
し
て
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
県
民

に
馴
染
み
の
深
い
魚
で
す
。
県
が
海

な
し
県
と
し
て
は
全
国
で
初
め
て
県

の
魚
を
指
定
し
ま
し
た
が
、
そ
の
魚

が｢

ア
ユ｣

で
し
た
。

　

市
内
に
は
、
な
ん
と
３
カ
所
も
簗

が
あ
り
ま
す
。
６
月
下
旬
頃
か
ら
９

月
下
旬
頃
ま
で
、
涼
を
取
り
な
が
ら

夏
の
風
物
詩
に
舌
鼓
を
打
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
塩
焼
き
に
フ
ラ
イ
、
酢

の
物
、
鮎
こ
く
や
鮎
ご
飯
な
ど
な
ど
。

そ
れ
ぞ
れ
に
趣
の
異
な
る
清
流
の
風

景
と
と
も
に
、
鮎
の
味
を
楽
し
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

初夏のおでかけガイド

夏の風物詩「アユ」／簗（やな）

夏
の
風
物
詩｢

ア
ユ｣

知
っ
て
い
ま
す
か
？
県
の
魚

県
内
有
数
の
簗
場
・
渋
川

①
綾
戸
簗　

▽
所
在
地
＝
赤
城
町
棚

下
４
９
２　

▽
℡
�
３
３
３
９　

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝http://w

w
w
.ay

ad
o
-yan

a.co
m

/

②
落
合
簗　

▽
所
在
地
＝
北
橘
町
八

崎
２
７
２
―
２　

▽
℡
営
業
期
間
中

＝
�
１
８
７
８･

営
業
期
間
外
＝
�
１

５
３
７　

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝h

ttp:
//w

w
w

.o
ch

iaiyan
a.co

m
/

③
坂
東
簗　

▽
所
在
地
＝
北
橘
町
下

箱
田
６
２
５　

▽
℡
営
業
期
間
中
＝

０
２
７
―
２
３
１
―
３
８
９
１･

営
業

期
間
外
＝
０
９
０
―
５
３
０
８
―
６

９
９
０ 問

い
合
わ
せ
先
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全国水道週間６月１日～７日

復
興
の 

未
来
と
生
命 

照
ら
す
水

平成25年度
スローガン

　安全で安心な水道水は、私たちの生活に
欠かすことのできない、大切な資源です。
全国水道週間に合わせ、市が行っている水
道水を供給するための取り組みや、水道に
関するお知らせを紹介します。

安
全
で
安
心
な
水
を

供
給
す
る
た
め
に

放
射
性
物
質
の
測
定
結
果
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
中

給
水
管
や
蛇
口
な
ど
の
修
繕
は

市
？
そ
れ
と
も
個
人
？

　

市
で
は
、安
全
で
安
心
な
水
を
供

給
す
る
た
め
に
50
項
目
に
わ
た
る
水

質
検
査
を
実
施
す
る
な
ど
、徹
底
し
た

水
質
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

漏
水
を
な
く
す
た
め
、計
画
的
な
配
水

管
の
取
り
替
え
や
赤
水
対
策
と
し
て

配
水
管
の
洗
浄
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
毎
日
、
通
勤
や
通
学
な

ど
に
使
用
し
て
い
る
道
路
の
下
に
は
、

た
く
さ
ん
の
給
・
配
水
管
が
埋
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
管
は
、

老
朽
化
に
よ
り
し
ば
し
ば
漏
水
を
起

こ
し
ま
す
。
道
路
上
の
漏
水
は
、
陥

没
な
ど
の
原
因
と
な
り
、
大
き
な
事

故
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
道
路
か
ら

水
が
出
て
い
る
の
を
見
掛
け
た
ら
、

ど
ん
な
に
少
量
で
も
水
道
課
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

　

水
道
水
は
、
河
川
や
地
下
水
な
ど

の
水
を
浄
水
施
設
で
消
毒
し
、
道
路

の
下
に
埋
設
し
た
配
水
管
を
通
っ
て

各
家
庭
に
届
き
ま
す
。

　

一
般
家
庭
の
場
合
、
道
路
の
配
水

管
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー(

水
道
使
用
量

を
計
る
機
器)

ま
で
の
漏
水
の
修
繕
は

市
が
行
い
ま
す(

故
意
や
過
失
で
給
・

配
水
管
を
損
傷
し
た
場
合
は
、
当
事

者
で
修
理
を
お
願
い
し
ま
す)

。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
住
宅
側
に
あ

る
給
水
管
や
蛇
口
な
ど
の
給
水
装
置

は
、
個
人
の
所
有
で
す
。
改
造
や
修

繕
な
ど
の
費
用
は
、
個
人
負
担
と
な

り
ま
す
。

い

の

ち

所
の
事
故
に
よ
る
、
放
射
性
物
質
の

放
出
に
対
す
る
水
道
水
へ
の
影
響
を

考
え
、
市
内
の
水
道
施
設
な
ど
の
水

道
水
中
の
放
射
性
物
質
の
測
定
を
定

期
的
に
実
施
し
、
測
定
結
果
を
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ(http://w

w
w

.city.shi
bukaw

a.lg.jp/)

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

水遊びをする子どもたち（渋川スカイランドパーク）



水道の水ができるまで

水中の砂や
ゴミをしず
める池

① ② ③
④ ⑤ ⑥

①沈砂池

▲

水量を
調節する池

②着水池

▲

薬品を
まぜる池

③混和池
▲

砂やゴミを
しずめる池

④沈殿池

▲

水を砂層に
通して
こす池

⑤ろ過池

▲

きれいになっ
た水をためて
おく池

⑥浄水池

▲
消どく
する薬品

砂やゴミを
かためる薬品

取水口

給水栓パッキン

7 平成25年６月１日号

  

８
年
経
過
し
た
水
道

メ
ー
タ
ー
は
無
料
で
交
換

給
水
装
置
工
事
は

指
定
工
事
業
者
で

検
針
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
市
が
管
理
し

て
い
ま
す
が
、
計
量
法
に
定
め
ら
れ

た
有
効
期
間
の
８
年
が
経
過
す
る
も

365日安全で安心な水を供給する「水道事業」

の
は
、｢

委
託
者
証｣

を
携
帯
し
た
市
の

委
託
業
者
が
交
換
に
伺
い
ま
す
。
交

換
の
費
用
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。
事
前

に
は
が
き
な
ど
で
交
換
の
時
期
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
工
事
は
、
必
ず
市
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者(

以
下｢

指

定
工
事
業
者｣)

へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
給
水
装
置
の
新
設

▽
給
水
装
置
の
改
造
・
修
理
・
撤
去

▽
水
道
メ
ー
タ
ー
の
口
径
変
更

※
指
定
工
事
業
者
以
外
の
業
者
に
依

頼
し
た
り
、
自
分
で
勝
手
に
工
事
な

ど
を
行
う
こ
と
は
、
市
水
道
事
業
給

水
条
例
違
反
と
な
り
ま
す
。

だ
さ
い

▽
メ
ー
タ
ー
収
納
箱
の
上
に
物
を
置

か
な
い
で
く
だ
さ
い

▽
メ
ー
タ
ー
収
納
箱
の
中
は
、
い
つ

も
き
れ
い
に
し
て
く
だ
さ
い

▽
犬
は
、出
入
り
口
や
メ
ー
タ
ー
収
納

箱
か
ら
離
し
て
つ
な
い
で
く
だ
さ
い

　

正
確
に
能
率
よ
く
検
針
が
で
き
る

よ
う
、
次
の
こ
と
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
増
改
築
な
ど
で
水
道
メ
ー
タ
ー
が

屋
内
や
床
下
に
な
る
場
合
、
屋
外
の

検
針
し
や
す
い
場
所
に
移
設
し
て
く

引
っ
越
し
な
ど
の
際
は

忘
れ
ず
に
届
け
出
を

　

次
の
場
合
、
必
ず
事
前
に
水
道
課

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
引
っ
越
し
で
水
道
の
使
用
を
開
始

し
た
り
休
止
し
た
り
す
る
と
き

▽
水
道
の
あ
る
家
屋
を
取
り
壊
す
と
き

▽
長
い
間
、
水
道
を
使
わ
な
い
と
き

▽
水
道
の
使
用
者
や
所
有
者
が
変
わ

っ
た
と
き

▽
水
道
料
金
の
振
込
口
座
を
変
更
ま

た
は
解
約
し
た
と
き

▽
水
道
料
金
請
求
先
の
住
所
や
名
前

が
変
わ
っ
た
と
き

水道週間啓発事業

水道の相談と給水栓
パッキンを無料配布

　市では、水道週間中、
水道に関する相談と給
水栓パッキンの無料配
布を行います。
時　６月３日㈪～７日
㈮午前９時～午後５時
所　二水道課と各総合
支所経済建設課

問い合わせ先  二水道課 ℡�2119



現
況
届
を
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
／
期
限
は
６
月
28
日

計
画
策
定
懇
話
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

市政トピックス
－ＴＯＰＩＣＳ－

8広報しぶかわ

児童手当・特例給付を受給している人へ障害者計画などの策定に向けて

　

市
で
は
、
現
在
の
障
害
者
計
画
お

よ
び
障
害
福
祉
計
画
の
計
画
期
間
が

平
成
27
年
３
月
末
で
終
了
す
る
た
め
、

新
た
に
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
を
、
皆
さ
ん
の
意
見
を

反
映
さ
せ
て
よ
り
良
い
も
の
に
す
る

た
め
に
、｢

渋
川
市
障
害
者
計
画
及
び

障
害
福
祉
計
画
策
定
懇
話
会｣

を
設
置

し
、
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

①
市
内
在
住
の
18
歳
以

上
65
歳
未
満
の
人　

②
年
に
３
回
程

度
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

募
集
人
員　

２
人(

応
募
者
多
数
の
場

合
は
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す)

任
期　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
の

２
年
間

応
募
方
法　

応
募
の
動
機
を
ま
と
め

た
も
の(

様
式
は
問
い
ま
せ
ん)

に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
性
別
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
直
接
持
参
す

る
か
郵
送
で
本
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係(

〒
３
７
７
―
８
５
０
１
・
石

原
80)
へ

応
募
期
限　

６
月
21
日
㈮(

必
着)

　

詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係(

℡
�
２
３
５
９)

へ
。

　

現
在
、
児
童
手
当
ま
た
は
特
例
給

付
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
現
況
届

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
は
、
受
給
者(

保
護
者)

の

６
月
１
日
現
在
で
の
養
育
状
況
や
前

年
の
所
得
額
な
ど
を
確
認
し
、
引
き

続
き
手
当
を
受
給
す
る
資
格
が
あ
る

か
を
審
査
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

対
象
者
に
は
、
現
況
届
の
用
紙
な
ど

を
６
月
中
旬
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

必
要
な
書
類
を
添
え
て
、
期
限
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
が
な
い
場
合
、
６
月
分
以
降

の
手
当
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
以
外
の
年
金
に
加
入
し

て
い
る
人
は
、
受
給
者
本
人
の
健
康

保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
25
年
１
月
２
日
以
降
に
本
市

に
転
入
し
た
人
は｢

平
成
25
年
度(

平

成
24
年
分)

児
童
手
当
用
所
得
証
明

書｣

が
必
要
で
す
。
１
月
１
日
に
住
所

が
あ
っ
た
市
区
町
村
役
場
で
取
得
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
場
所　

本
こ
ど
も
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課

提
出
期
限　

６
月
28
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
課(

℡
�
２

４
１
５)

継
続
し
て
受
給
す
る
に
は

６
月
中
に
手
続
き
が
必
要
で
す

添
付
書
類
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い

　住み慣れた場所で、安心して暮ら
していけるように、高齢者と家族を
地域で支えていく取り組み、｢渋川市
高齢者等あんしん見守りネットワー
ク｣の設立を記念して、講演会を開催
します。
　誰でも参加できるので、関心のあ
る人は、ぜひ、参加してください。

とき　６月27日(木)午後２時～４時
ところ　子持社会体育館
内容　見守りネットワークとは
講師　小林良二さん(東洋大学社会学
部教授)
参加料　無料
申込・問い合わせ先　本地域包括支
援センター(℡�2179)

｢渋川市高齢者等あんしん見守りネットワーク｣／講演会のお知らせ



さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と
の
交
流
で
目
指
す
は
誘
客
促
進
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渋川市の魅力と観光を考える異業種交流会／６月28日に市民会館で開催

　

渋
川
市
の
魅
力
と
観
光
を
考
え
る

異
業
種
交
流
会
実
行
委
員
会
で
は
、

｢
渋
川
市
の
魅
力
と
観
光
を
考
え
る
異

業
種
交
流
会｣

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の

人
た
ち
に
、
地
域
資
源
の
活
用
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
や
情

報
の
交
換
を
し
て
も
ら
い
、
新
し
い

ア
イ
デ
ア
の
創
出
と
観
光
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
さ
ら
な
る
構
築
に
よ
る
誘
客

促
進
を
目
指
す
も
の
で
す
。

と
き　

６
月
28
日
㈮
午
後
４
時
～
９

時と
こ
ろ　

市
民
会
館

内
容　

▽
第
１
部
＝
講
演
会
、
歌
謡

シ
ョ
ー(

大
ホ
ー
ル)　

▽
第
２
部
＝

異
業
種
交
流
会(

小
ホ
ー
ル)

※
詳
し
い
日
程
な
ど
は
、
下
表
の
と

お
り
。

対
象
者　

だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す

※
第
１
部
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す

が
、
第
２
部
の
参
加
は
、
第
１
部
の

参
加
者
に
限
り
ま
す
。

定
員　

第
２
部
の
み
定
員
２
５
０
人

（
先
着
順
）と
な
り
ま
す
。

参
加
料　

▽
第
１
部
＝
無
料　

▽
第

２
部
＝
一
人
３
０
０
０
円(

当
日
集
め

ま
す)

申
込
方
法　

参
加
希
望
者
全
員
の
氏

名
、
性
別
お
よ
び
代
表
者
の
電
話
番

号
、
住
所
を
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
二
観
光
課(

〒
３
７
７
―
８
５
０
１

・
石
原
80
・
ｆ
�
２
１
３
２)

へ

※
受
付
後
、
代
表
者
に
受
付
票
を
郵

送
し
ま
す
。
当
日
は
、
必
ず
受
付
票

と
参
加
料
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

６
月
14
日
㈮(

当
日
消
印

有
効)

　

詳
し
く
は
、
渋
川
市
の
魅
力
と
観

光
を
考
え
る
異
業
種
交
流
会
実
行
委

員
会(

観
光
課
内
・
℡
�
２
８
７
３)

へ

基
調
講
演
講
師

宝
田　

恭た
か
ゆ
き之
さ
ん

基
調
講
演
講
師

金
井　

耿
あ
き
ら

さ
ん

歌
謡
シ
ョ
ー
出
演
者

清
水　

博
正
さ
ん

　市議会では、本会議を傍聴したく
ても議場に来られない人などに、議
場での白熱した議論の様子を傍聴し
ていただくことで、市民の皆さんに
より身近な議会を目指していこうと、
６月定例会から本会議の会議状況を
インターネットで放映します。
　本会議開会中は、ライブ中継を行
い、また、議会閉会後２週間以内に、
録画中継をする予定です。

日　　程 内　　　　　容
 　午後４時 開　　会

 　約１時間

基調講演

 講師：宝田恭之さん(群馬大学理工学研究院教授、日本エネル
 ギー学会会長 )
 演題：地域資源を活用した楽しい低炭素社会構築

 　約１時間
 講師：金井耿さん(日本のまんなか しぶかわ観光大使、元㈱日 
 本旅行代表取締役会長 )
 演題：｢観光しぶかわ｣創造にむけて－外から見たわが故郷ー

 　午後６時30分
 　～７時

歌謡ショー
 日本のまんなか しぶかわ観光大使である演歌歌手清水博正さん
 の歌謡ショー

 　午後７時15分
 　～

交流会
 地元食材を活用した多彩な料理を味わいながら、交流を図っ
 ていただきます

 　午後９時 閉　　会

　市の重要な施策や、市議会議員の
議会活動を確認するためにも、ぜひ、
ご覧ください。
　なお、６月定例会は、６月７日㈮
～20日㈭まで開催する予定です。
視聴方法　市ホームページの「渋川市
議会」から「議会放映システム」に接続
してください
　詳しくは、本議会事務局(℡�248
3)へ。

市議会本会議をインターネットで放映／６月定例会から



きらり サークル仲間 プアレフア伊香保

渋川ほっと 目指せ！！　　　　　
箱根駅伝ランナー

人

代 

表
飯野晶

ま さ こ

子さん

すてきな仲間といつまでもフラを楽しみたい

　

｢

駅
伝
は
、
順
位
の
変
動
が
ワ
ク

ワ
ク
す
る｣

と
話
す
、
飯
野
汰
一
さ

ん
。
現
在
、
前
橋
育
英
高
校
ス
ポ
ー

ツ
科
学
コ
ー
ス
に
通
い
、
陸
上
競
技

部
で
活
躍
す
る
高
校
３
年
生
で
す
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
体
を
動
か
す
の
が

大
好
き
で
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
は
小

学
５
年
生
か
ら
常
に
１
番
を
と
り
続

け
て
い
た
飯
野
さ
ん
。こ
の
頃
か
ら
、

高
校
生
に
な
っ
た
ら
、
駅
伝
大
会
に

出
た
い
と
い
う
夢
を
持
っ
て
い
た
た

め
、
全
国
高
校
駅
伝
大
会
に
出
場
し

た
こ
と
の
あ
る
、
現
在
の
前
橋
育
英

高
校
陸
上
競
技
部
に
入
部
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
た
く
さ
ん
の
駅
伝
大
会
に

出
場
し
て
い
る
飯
野
さ
ん
で
す
が
、

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
大
会
は
、

今
年
３
月
に
長
野
で
開
催
さ
れ
た
高

校
伊
那
駅
伝
。
３
年
生
が
卒
業
し
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
飯
野
さ
ん
が
初
め

て
挑
ん
だ
大
会
で
し
た
。
全
国
の
強

豪
校
が
そ
ろ
う
中
、
新
し
い
メ
ン
バ

ー
６
人
で
挑
み
、
10
位
と
い
う
好
成

績
を
収
め
ま
し
た
。「
走
っ
て
い
て
、

良
い
結
果
が
出
る
の
が
一
番
楽
し
い
」

と
語
る
飯
野
さ
ん
。
そ
の
良
い
結
果

を
得
る
た
め
に
、
人
の
１
・
５
倍
は

努
力
し
、
練
習
し
よ
う
と
い
つ
も
心

掛
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

最
後
に
、
飯
野
さ
ん
に
今
後
の
目

標
を
伺
う
と
、「
箱
根
駅
伝
に
出
場
経

験
が
あ
り
、
同
じ
北
橘
町
出
身
で
高

校
の
先
輩
で
も
あ
る
藤
井
貴
紀
さ
ん

が
、『
大
会
出
場
を
目
標
と
す
る
の

で
は
な
く
、
出
場
し
て
活
躍
す
る
こ

と
を
目
標
と
す
る
こ
と
が
大
切
』と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
僕
も
箱
根
駅
伝

で
活
躍
す
る
こ
と
が
今
後
の
目
標
で

す
」と
力
強
く
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

内　容
日　程

場　所
会員数

フラダンス
毎週月曜日(第５月曜
日は休み)
午後１時30分～３時
伊香保公民館
22人

☆一言アピール☆
　伊香保ハワイアンフェステ
ィバルと共に誕生したフラサ
ークルです。誕生して10年過ぎ
た今でも、もっと上手に踊りた
いと練習しています。そして、こ
れからもすてきな仲間といつま
でも元気に踊り続けたいです。

　間近な目標は、今年
８月に行われる高校総
体・5000ｍで活躍す
ることです。

℡�3210

飯野　汰一
(北橘町真壁・17歳)

さん
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伊 香保の名所がリニューアルオープン！
｢ハワイ王国公使別邸竣工式｣

「市民美術展・チャリティー展」

延べ875人が来場し
絵画や彫刻作品を鑑賞

竣工式で式辞を読み上
げる市長(左)　ガイダ
ンス施設では、公使と
伊香保に関する歴史資
料や、当時使用されて
いた食器などが無料で
見学できます（右）

市民美術展(上)　市民美術展彫
刻作品(左下)　渋川美術協会会
長の石野さん(右下)

　５月10日～19日に市美術館で
開催された渋川美術協会主催に
よる｢第11回渋川市民美術展｣。
今回は、まだまだ続いている震
災からの復興の助けになればと、
会員が作品を提供し、「３.11震
災復興支援チャリティー展」も
同時に開催されました。協会会
長の石野さんは「さまざまな年
代、立場の人が作り出す作品と
対話し、また気に入ったものが
あれば持ち帰って楽しんでもら
いたい」と語ってくれました。

　５月２日の快晴のもと、伊香保・石段街脇に移築整備されたハワイ王国公使
別邸と、新設されたガイダンス施設の竣

し ゅ ん こ う し き

工式が行われました。式では市長ら
によるテープカットが行われ、公開再開を心待ちにしていたたくさんの人た
ちからの祝福を受けました。明治時代に建築された場所に移され、２年ぶりに
一般公開されるハワイ王国公使別邸からは、ハワイと伊香保との長年の親交
の歴史を感じさせる趣のある雰囲気が漂っていました。



平成25年度工事実施予定区域

公
共
下
水
道
事
業

農
業
集
落

排
水
事
業

地区

渋川

工種 工事実施予定区域

地区

赤城

工種 工事実施予定区域

管路工事

舗装工事

管路工事

▽渋川(御蔭)地区＝青翠高校北西側～軽浜団地内　 ▽渋川地区＝四ツ角区画整
理区域内　 ▽阿久津・金井地区＝国道17号周辺　 ▽行幸田地区＝ベイシア周辺

▽有馬地内＝古巻中学校、北毛病院、有馬野球場の各周辺　 ▽八木原地区＝旧
文化財事務所西側　 ▽半田地区＝坂東橋西側の国道17号周辺

▽阿久津地区＝国道17号周辺　 ▽半田地区＝坂東橋西側の国道17号周辺

狩野々、宮田、敷島

※工事中は、交通規制などでご迷惑を
お掛けしますが、ご協力をお願いします。

12広報しぶかわ

清
潔
で
快
適
な
暮
ら
し
と
き
れ
い
な
川
を
守
る
た
め
に

　

市
で
は
、
清
潔
で
快
適
な
定
住
環
境
の
整
備
や
き
れ
い
な

川
を
守
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
汚
水
処
理
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、
本
年
度
実
施
す
る｢

公
共
下
水
道
事

業｣｢

農
業
集
落
排
水
事
業｣｢

個
別
排
水
処
理
事
業｣

の
具
体
的

な
取
り
組
み
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

  

汚
水
処
理
事
業
の

  

取
り
組
み
状
況

〈
公
共
下
水
道
事
業
〉

▽
渋
川
地
区
＝
渋
川
、
阿
久
津
、
金

井
、
行
幸
田
、
有
馬
、
八
木
原
、
半

田〈農
業
集
落
排
水
事
業
〉

▽
赤
城
地
区
＝
狩か

の

の

野
々
、
宮
田
、
敷

島〈個
別
排
水
処
理
事
業
〉

▽
小
野
上
・
子
持
地
区
の
集
合
処
理

区
域
外(

公
共
下
水
道
お
よ
び
農
業
集

落
排
水
事
業
の
区
域
外)

の
区
域
で
は
、

市
で
合
併
浄
化
槽
を
設
置
し
、
維
持

管
理
を
行
う
個
別
排
水
処
理
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。 

〈
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
〉

　

汚
水
処
理
人
口
普
及
率
と
は
、全
人

口
に
対
し
て
下
水
道
な
ど
が
使
用
可

能
と
な
っ
た
人
の
割
合
の
こ
と
で
す
。

　

市
で
は
、
平
成
30
年
度
末
の
汚
水

処
理
人
口
普
及
率
90
㌫
を
目
指
し
て

汚
水
処
理
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
末
現
在
、
本
市
の
汚
水

処
理
人
口
普
及
率
は
、
81
・
４
㌫(

対

前
年
比
１
・
７
㌫
増)

で
す
。

　

平
成
24
年
度
の
公
共
下
水
道
等
の

整
備
に
よ
り
、
新
た
に
次
の
区
域
で

下
水
道
な
ど
が
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

〈
公
共
下
水
道
事
業
〉 

▽
渋
川
地
区
＝
御
蔭(

渋
川
青
翠
高
校

周
辺)
、
阿
久
津
・
金
井
地
区(

国
道

17
号
周
辺)

、
行
幸
田(

県
道
高
崎
渋

川
線
周
辺)
、
有
馬(

関
越
道
西
側
・

北
毛
病
院
周
辺)
、
八
木
原(

旧
文
化

  

新
た
な
供
用
開
始
区
域



平成24年度の差し押さえなどの実施状況
財産の種類

　不 動 産 

　預貯金

　出資金

　所得税還付金

　生命保険

　その他

　合　　計 

64件

547件

16件

159件

104件

28件

918件

5件

549件

15件

150件

48件

129件

896件

717万7,845円

2,567万809円

31万4,600円

497万1,591円

1,256万1,425円

1,205万1,019円

6,274万7,289円

差し押さえ件数 換価件数 換 価 額

債
　
　
権

※換価手続きを行ったものについては、過年度に差し押さえをしたものも
含まれています。
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市の汚水処理事業への
取り組み

財
事
務
所
北
側)

、
半
田
地
区(

国
道

17
号
周
辺)

 

〈
農
業
集
落
排
水
事
業
〉

▽
渋
川
地
区
＝
川
島
地
区
全
域

▽
赤
城
地
区
＝
深
山
・
長
井
小
川
田

の
各
地
区
全
域

　

下
水
道
法
で
は
、
公
共
下
水
道
の

供
用
が
開
始
さ
れ
た
場
合
、
遅
滞
な

く
下
水
を
公
共
下
水
道
に
接
続
し
、

く
み
取
り
便
所
に
つ
い
て
は
３
年
以

内
に
水
洗
便
所
に
改
造
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
定
め
て
い
ま
す
。
新
た

に
供
用
開
始
と
な
っ
た
区
域
に
住
ん

で
い
る
人
は
、
速
や
か
に
排
水
設
備

の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
工
事
は
指
定
工
事
店
へ
〉

　

排
水
設
備
の
設
置
工
事
は
、
市
の

指
定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
工
事
が
で

き
ま
せ
ん
。
工
事
は
必
ず
指
定
工
事

店
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
水
洗
便
所
改
造
資
金
貸
付
制
度
〉

　

市
で
は
、
水
洗
便
所
へ
の
改
造
工

事
費
な
ど
の
無
利
子
の
貸
し
付
け(

上

限
48
万
円)

を
行
っ
て
い
ま
す
。

〈
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
〉

　

平
成
24
年
度
に
行
っ
た
公
共
下
水

道
な
ど
の
整
備
に
よ
り
供
用
開
始
と

な
っ
た
区
域
の
土
地
所
有
者
に
は
、

平
成
25
年
度
か
ら
受
益
者
負
担
金
が

賦
課
さ
れ
ま
す
。
６
月
上
旬
ご
ろ
納

付
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
期
限
ま

で
に
納
入
く
だ
さ
い
。

第
１
期
分
納
期
限　

７
月
１
日
㈪

  
供
用
開
始
後
は

  
早
期
接
続
を

問
い
合
わ
せ
先

二
下
水
道
課(

℡
�
２
１
２
０)

市の収納確保に向けた取り組み
平成24年度は918件の

差し押さえを行いました

　市税などは、医療や福祉、教育、道路整備な
ど、地域の行政サービスを行うための重要な財
源です。
　市では、財源確保、税負担の公平性という観
点から、滞納者には、き然とした態度で臨んで
います。また、市税などの滞納の一掃を目標と
して、差し押さえなどの滞納処分を強化してい
ます。平成24年度は、918件の差し押さえを行
い、約6,274万円の税収として換価しました。

　差し押さえは、裁判所の強制執行手続きによらず、市
が自らの判断で行うことができるものです。預貯金、給
与、生命保険、不動産などが差し押さえの対象になります。
　差し押さえ後も滞納者が納税しない場合、市は差し押
さえた不動産の公売や生命保険の解約などを行い、滞納
税額に充てる手続き(換価手続き)をとります。

　平成24年度は、厳正な差し押さえを行った結果、918件
の差し押さえを実施しました。また、過年度に差し押さ
えたものも含めて換価手続きを行った結果、約6,274万円
の税収を得ることができました(下表参照)。
　これらのうち、預貯金は、547件の差し押さえを行い、
約2,567万円の税収がありました。生命保険は、104件の
差し押さえを行い、約1,256万円の税収がありました。

　指定された期限内に
納税できないときは、
納税課に相談してくだ
さい。災害、病気、破
産など、やむを得ない
理由があるときは、納
税を猶予することがで
きます。
　詳しくは、本納税課
(℡�2390)へ。

▼差し押さえと換価手続き

▼前年度の差し押さえと換価手続きの状況

▼やむを得ず納税できないときは相談を
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平成25年度の自治会長を紹介します

　地域づくりの中心となって、各自治会のまとめ役を務め
ていただく、今年度の自治会長107人を紹介します(下表参
考・敬称略)。本市では、各地区ごとに自治会連合会が組織
されています。５月９日に、各連合会の役員が集まって｢渋
川市自治会連合会」の総会が開催され、会長に齋藤清さん
(三原田団地)が選出されました。　　　  　(本市民生活課)

総会であいさつする自治会連合会長の齋藤さん（写真右）

昹
あ き ら

地区 自治会名 氏　　名

渋
川
地
区

大崎 中　澤　康　光
下郷 関　口　孝　一
東町 中　村　孝　幸
新町 中　澤　敏　夫

下之町 新　井　晟　久
南町 木　暮　由

ゆ う

　二
じ

長塚町 小　林　　　充
寄居町 中　澤　直　通
坂下町 中　澤　郁　雄
辰巳町 冨　岡　　　功
熊野町 太　田　靖　夫
並木町 ○田　村　　　勝　

３町共議会 青　木　　　隆
川原町 松　浦　信　正
元町 横　手　英　雄
御蔭 宮　越　　　章

入沢町 入　澤　達　吉
上郷 三　浦　三

み つ

　義
ぎ

藤ノ木 藤　本　義　男
明保野 内　海　文　雄
軽浜 栗　田　　　健

た け し

阿久津 勝　田　昭太郎
金井南町 梅　澤　修　次
金井本町 中　原　正　男
金井南牧 松　村　貞　夫

川島 飯　塚　克　彦
祖母島 横　手　和　夫
上村 福　島　喜久栄

りんごの里 飯　野　　　勲
国町 目　崎　徳　雄

有馬第一 亀　田　三　芳
有馬第二 高　橋　廣

ひ ろ

　司
し

八木原 竹　内　國　雄
半田南部 石　井　甫

ま さ

　幸
ゆ き

半田北部 佐　藤　和　男
行幸田第一 関　口　和　雄

地区 自治会名 氏　　名

渋
川
地
区

行幸田第二 小　林　弘　行
本石原 木　村　文　平
石原西 阿久澤　　　　
中村 針　塚　靖　彦

石原田中 高　橋　洋　治

伊
香
保
地
区

石段 齋　藤　正　雄
ときわ 原　﨑　三千久
中央 佐　藤　貞

て い

　一
い ち

雷之塚 ○大　澤　歳　男　
日の出 永　井　甲子郎
うわの 関　根　友　保
香東 齋　藤　忠　則

コスモス 髙　橋　寿　男
湯中子 田　中　明　利
水沢 大河原　清　一

大日向 山　田　　　雅
ま さ る

小
野
上
地
区

小野子東 角　田　雅　保
小野子西 ○野　村　哲　男　
村上東 佐々木　　　保
村上西 齊　藤　三　郎

子
持
地
区

上白井上組 後　藤　武　夫
上白井中組 武　田　　　勉

子麓 押　江　正
し ょ う

　一
い ち

上中郷 齋　藤　節　治
下中郷 小　菅　正　巳
横堀 髙　木　　　勉
河原 冨　沢　眞　司

北牧西 島　田　鶴一郎
北牧東 佐　藤　一　郎
鯉沢 廣　瀬　　　猛
吹屋 山　中　芳　雄

吹屋原 金　谷　常　平
白井 ○宮　下　智　滿　

赤
城
地
区

津久田第一 茂　木　弘　己
津久田第二 狩　野　雅　之
津久田第三 須　田　賢　一

地区 自治会名 氏　　名

赤
城
地
区

津久田第四 狩　野　伊佐夫
敷島 永　井　眞　平

南雲第一 兵　藤　久　雄
南雲第二 石　田　今朝司
南雲第三 角　田　久　作
みやま 石　田　今朝秋
棚下 堤　　　忠

た だ

　温
お

持柏木 樺　澤　常　雄
溝呂木 内　山　慎　一
北上野 須　田　昭　治
勝保沢 圡

つ ち

　田
だ

　健
け ん

　榮
え い

見立 都　丸　富　雄
滝沢 木

き

　暮
ぐ れ

　作　治
上三原田 都　丸　精

せ い

　雄
お

三原田 永　井　　　傑
た か し

樽 津久井　義　男
宮田 津久井　重　雄
栄 望　月　勝　良

三原田団地 ○齋　藤　　　清　

北
橘
地
区

八崎第一 平　野　恭　三
八崎第二 田　中　　　明
八崎第三 粕　川　國　男
分郷八崎 小　泉　隆　雄
上小室 中　嶋　一　吉
下小室 藤　井　喜久男
下南室 下　田　滿

み つ

　直
な お

上南室 楯　　　順
じ ゅ ん

　士
し

上箱田 森　田　　　孝
箱田 萩　原　伸　一

下箱田 髙　橋　照　雄
真壁上 ○小　林　廣　中　
真壁東 福　島　守　之

真壁美保 萩　原　宣　男
真壁下 串　淵　克　巳
赤城山 井　野　　　弘

※○印は、各地区の連合会長。
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15 平成25年６月１日号

　

赤
城
キ
ャ
ン
プ
場
と
沼
尾
川

親
水
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用

申
し
込
み
を
、
６
月
10
日
㈪
午

前
10
時
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

営
業
期
間　

両
キ
ャ
ン
プ
場
と

〈
情
報
公
開
制
度
と
は
〉

　

市
が
保
有
し
て
い
る
行
政
情

報
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
が
公
開

を
求
め
る
権
利
を
保
障
し
、
行

政
運
営
の
公
正
性
と
透
明
性
の

向
上
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

〈
個
人
情
報
保
護
制
度
と
は
〉

　

市
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
方
法
を
定
め
、
皆
さ

ん
の
個
人
情
報
を
保
護
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
情
報
の

開
示
な
ど
を
求
め
る
権
利
を
保

障
し
、
開
か
れ
た
市
政
の
実
現

を
図
る
た
め
の
制
度
で
す
。

〈
実
施
状
況
〉

　

平
成
24
年
度
中
の
情
報
公
開

の
請
求
件
数
は
38
件
。
ま
た
、

個
人
情
報
の
開
示
請
求
は
７
件

で
し
た
。

平
成
24
年
度
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況

お
知
ら
せ

本
行
政
課　
　

℡
�
２
１
１
２

も
７
月
１
日
㈪
～
９
月
29
日
㈰

※
９
月
１
日
㈰
以
降
は
、
土
・

日
曜
日
、
祝
日
の
み
営
業
・
受

付
を
し
ま
す
。

費　

▽
中
学
生
以
上
＝
２
０
０

円　

▽
小
学
生
＝
１
０
０
円　

▽
幼
児
＝
無
料

※
各
キ
ャ
ン
プ
場
の
設
備
使
用

料
は
別
表
１
、
２
の
と
お
り
。

利
用
方
法　

事
前
に
電
話
で
申

し
込
み
を

申　

▽
６
月
28
日
㈮
ま
で
＝
赤

城
総
合
支
所
経
済
建
設
課(

℡

�
２
２
１
１)　

▽
営
業
期
間
中

＝
赤
城
キ
ャ
ン
プ
場(

℡
０
９

０

－

４
０
６
６

－

６
５
６
１)

、

沼
尾
川
親
水
公
園
キ
ャ
ン
プ
場

(

℡
�
３
５
３
１)

URL
https://twitter.com/
shibukawashi_jp
アカウント
@shibukawashi_ jp

　市政や防災、観光、イベント
などの情報を、市内外の皆さん
にお知らせしています。
　ぜひ、フォローしてください。

本秘書広報課(℡�2182)

渋川市公式ツイッター

河
川･

水
路
へ
の
ゴ
ミ
の

投
げ
捨
て
や
め
て

有
害
鳥
獣(

カ
ワ
ウ)

捕
獲
の
実
施

赤
城
地
区
の
キ
ャ
ン
プ
場

の
利
用
申
し
込
み

　

６
月
は
、
田
植
え
の
時
季
で

す
。
田
植
え
に
欠
か
せ
な
い
水

は
、
主
に
河
川
か
ら
取
水
し
た

二
土
地
改
良
課
℡
�
２
２
１
３

水
と
群
馬
用
水
か
ら
の
補
給
水

に
頼
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

水
は
、
各
取
水
口
か
ら
道
路
脇

の
水
路
を
経
由
し
て
、
田
ん
ぼ

へ
入
り
ま
す
。

　

毎
年
、
河
川
に
投
げ
捨
て
ら

れ
た
ご
み
な
ど
に
よ
っ
て
、
取

水
口
や
水
路
に
詰
ま
り
が
生
じ
、

用
水
管
理
に
大
変
苦
慮
し
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
身
近
な
環
境
に
対

す
る
心
掛
け
で
、
き
れ
い
な
水

を
使
っ
て
お
い
し
い
お
米
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

赤
経
済
建
設
課
℡
�
２
２
１
１

　

水
産
物
に
被
害
を
及
ぼ
す
有

害
鳥
獣(

カ
ワ
ウ)

の
捕
獲
を
実

施
し
ま
す
。

時　

6
月
16
日
㈰
～
7
月
15
日

㈷
の
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で

捕
獲
地
域　

市
内
の
利
根
川
お

よ
び
吾
妻
川
の
河
川
敷

捕
獲
方
法　

銃
器
・
花
火
に
よ
る

問　

阪
東
漁
業
協
同
組
合(

℡
�

１
３
４
３)

ま
た
は
渋
川
警
察
署

(

℡
�
０
１
１
０)

市
民
家
庭
ス
ポ
ー
ツ
の
日

二
体
育
課　
　

℡
�
２
１
０
４

ス
ポ
ー
ツ

　

６
月
の
市
民
家
庭
ス
ポ
ー
ツ

の
日(

毎
月
第
２
日
曜
日)

は
、

総
合
公
園
体
育
館
を
無
料
開
放

し
ま
す
。

時　

６
月
９
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
４
時

※
当
日
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
２
人
が
、
利
用
者
の
要
望
に

よ
り
、
指
導
や
助
言
を
行
い
ま

す
。

(別表１）　　　　　  赤城キャンプ場設備使用料
設備名 単位 料金

バンガロー（大人４人用・10棟） １棟/１日 3,150円
温水シャワー ３分 100円
※赤城キャンプ場でのペットの持ち込みは禁止です。

(別表２）　　　 沼尾川親水公園キャンプ場設備使用料
設備名 単位 料金

バンガロー（大人４人用・５棟） １棟/１日 3,150円
つりぼり池 １日 3,150円
温水シャワー ３分 100円

※沼尾川親水公園キャンプ場でのキャンプファイヤー、花火、ペット
の持ち込みは禁止です。

二
農
林
課　
　

℡
�
２
５
９
３

赤城キャンプ場
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本 二
伊 小
子 赤
北 TEL

時 所 内
師 対 定
費 持
申 問
期 他

FAX Eメール

□本庁舎・第二庁舎  TEL22-2111　 □子持総合支所  TEL 24-1211
□伊香保総合支所  TEL72-3155　 □赤城総合支所  TEL 56-2211
□小野上総合支所  TEL 59-2111　 □北橘総合支所  TEL 52-2111

■本庁・各総合支所の電話番号

人口と世帯／平成25年４月末現在

●人口　83,082人 (男40,601人、女42,481人 )
●世帯　31,596世帯
●４月のうぶごえ　男の子24人、女の子23人

16広報しぶかわ

〈
レ
ス
リ
ン
グ
教
室
内
マ
ッ
ト

運
動
指
導
〉

時　

▽
６
月
教
室
＝
10
日
㈪
、

17
日
㈪　

▽
７
月
教
室
＝
１
日

㈪
、
８
日
㈪
午
後
７
時
～
８
時

所　

渋
川
中
学
校
武
道
館

内　

マ
ッ
ト
運
動
の
基
本
を
丁

寧
に
指
導
し
ま
す

対　

市
内
の
幼
児
～
中
学
生

定　

各
６
人(

先
着
順)

費　

５
０
０
円(

保
険
料
な
ど)

持　

室
内
用
運
動
靴

申
・
問　

渋
川
い
き
い
き
健
康

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
小
松
真
弓
さ

ん(

℡
�
０
１
２
０)

へ

【

広

告

】

二
体
育
課　
　

℡
�
２
１
０
４

「
渋
川
い
き
い
き
健
康
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
」教
室
紹
介

福
　
祉

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

中
国
四
川
省
地
震

救
援
金
の
受
け
付
け

じ
ん
臓
・
小
腸
機
能
障
害
者

通
院
交
通
費
助
成
制
度

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
�
１
７
６
５

〈
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
の
参
加
者

募
集
〉

時　

６
月
27
日
㈭
午
前
10
時
～

午
後
３
時

所　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　

歌
謡
曲
、
民
謡
、
唱
歌
な

ど
か
ら
１
曲
を
披
露(

年
齢
制
限

無
し
・
順
位
は
つ
け
な
い)

定　

70
人(

先
着
順)

費　

60
歳
未
満
は
入
館
料
２
０
０
円

申　

直
接
渋
川
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ

期　

６
月
９
日
㈰
～
20
日
㈭
午

前
９
時
～
午
後
４
時

〈
ふ
れ
あ
い
浴
場
〉

時　

６
月
23
日
㈰

内　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
浴
場
の
無
料
開
放(

市
民
の
み)

〈
無
料
巡
回
バ
ス
の
運
行
〉

時　

毎
週
日
曜
日

コ
ー
ス　

午
前
９
時
15
分
金
島

駅
発
、
９
時
50
分
ス
カ
イ
テ
ル

メ
渋
川
、
10
時
15
分
渋
川
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
着
。
帰
り
は
午

後
２
時
セ
ン
タ
ー
発

〈
健
康
相
談
〉

時　

６
月
13
日
㈭
午
後
１
時
30
分

所　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

師　

塚
越
秀
男
さ
ん(

渋
川
／

御
蔭)

〈
７
月
の
休
館
日
〉

１
日
㈪
、
８
日
㈪
、
16
日
㈫
、

17
日
㈬
、
22
日
㈪
、
29
日
㈪

本
社
会
福
祉
課 

℡
�
２
３
５
９

本
社
会
福
祉
課 

℡
�
２
３
５
９

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
中
国

四
川
省
地
震
に
よ
る
被
災
者
を

支
援
す
る
た
め
、
救
援
金
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
し
ま
す
。

受
付
窓
口　

社
会
福
祉
課
お
よ

び
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

期　

７
月
23
日
㈫
ま
で

　

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て

い
る
人
で
、
じ
ん
臓
や
小
腸
の

機
能
に
障
害
が
あ
り
、
人
工
透

析
療
法
や
中
心
静
脈
栄
養
法
、

経
腸
栄
養
法
に
よ
る
医
療
を
受

け
て
い
る
人
に
、
そ
の
医
療
を

受
け
る
た
め
の
通
院
に
か
か
る

交
通
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

助
成
要
件　

本
市
に
住
所
が
あ

り
、
じ
ん
臓
機
能
障
害
ま
た
は

小
腸
機
能
障
害
の
身
体
障
害
者

手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人
で
、

医
療
機
関
ま
で
往
復
２
㌔
㍍
以

上
の
通
院
を
要
す
る
人

※
入
院
し
て
い
る
人
や
、
病
院

の
送
迎
を
利
用
し
て
い
る
人
は

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
25
年
10
月
１
日
以
降
か

ら
、
交
通
費
助
成
金
の
交
付
対

象
者
は
、
前
年
度
の
合
計
所
得

金
額
が
１
０
０
万
円
未
満
の
人

広告募集中
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と
、
市
民
税
が
非
課
税
の
人
に

変
更
に
な
り
ま
す
。

申　

印
鑑
、
身
体
障
害
者
手
帳

を
持
参
し
て
社
会
福
祉
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
へ

※
助
成
金
の
支
給
は
口
座
振
込

と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
時
に

振
込
先
が
分
か
る
よ
う
に
預
金

通
帳
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
障

害
福
祉
係
へ
。

　

初
心
者
パ
パ
大
歓
迎
！
お
子

さ
ん
が
パ
パ
と
一
緒
に
楽
し
め

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
パ
パ
と

一
緒
に
マ
マ
も
参
加
で
き
ま
す
。

時　

６
月
29
日
㈯
午
前
10
時
～

11
時
30
分

所　

渋
川
西
部
公
民
館

内　

｢

い
っ
ぽ 

に
ほ 

さ
ん
ぽ
～

パ
パ
と
い
っ
し
ょ
～｣

親
子
リ
ズ

ム
遊
び
や
手
遊
び
、
読
み
聞
か

せ
な
ど
、
子
ど
も
が
父
親
と
一

緒
に
楽
し
く
過
ご
す
た
め
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
学
び
ま
す

師　

中
澤
妹ま

い

か果
さ
ん
、
清
水
佳

代
さ
ん(

高
崎
市)

対　

３
歳
未
満
児
と
そ
の
父
親

※
父
親
の
参
加
が
あ
れ
ば
、
母

親
や
そ
の
他
の
子
ど
も
も
一
緒

に
参
加
で
き
ま
す
。

定　

親
子
20
組(

超
え
た
場
合
は

抽
選)

費　

無
料

申　

電
話
か
窓
口
へ

期　

６
月
３
日
㈪
～
17
日
㈪

公
民
館

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
教
室

ス
ペ
シ
ャ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム

渋
川
西
部
公
民
館
℡
�
３
８
４
１

リ
ラ
ッ
ク
ス
ス
ト
レ
ッ
チ

時　

７
月
３
日
㈬
～
17
日
㈬
の

毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
30
分
～

３
時(

計
３
回)

所　

伊
香
保
公
民
館

師　

齋
藤
由
紀
子
さ
ん(
中
村)

対　

20
歳
以
上
の
人

定　

20
人(

超
え
た
場
合
は
抽

選)費　

無
料

持　

動
き
や
す
い
服
装
、
室
内

　

蔵
書
点
検
の
た
め
6
月
19
日

㈬
か
ら
24
日
㈪(

24
日
は
通
常
休

館)

ま
で
休
館
し
ま
す
。
ご
不
便

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

運
動
靴
、
バ
ス
タ
オ
ル
や
ヨ
ガ

マ
ッ
ト
な
ど
の
敷
物

申　

電
話
か
直
接
中
央
公
民
館

へ期　

６
月
６
日
㈭
～
14
日
㈮
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

中
央
公
民
館　

℡
�
４
３
２
１

北
橘
図
書
館　

℡
�
２
３
０
０

図
書
館

北
橘
図
書
館

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　市では、改修が完了した渋川市埋蔵文化
財センターにおいて、講演会を開催します。
時 ６月29日(土)午後１時30分～３時
所 北橘総合支所２階(渋川市埋蔵文化財セ
ンター活用室)
内 榛名火山と渋川市の遺跡について
師 早田勉さん(火山灰考古学研究所代表取
締役)

渋川市埋蔵文化財センター開設記念講演会のお知らせ
定 60人(超えた場合は抽選)
費 無料
申 ･問 電話またはファクスで北橘総合支所
文化財保護課(℡�2102・ｆ�4008)へ
※電話の場合は、土 ･ 日、祝祭日を除く午
前９時～午後５時の間に受け付けています。
期 ６月10日(月)～20日(木)

広告募集中

【

広

告

】
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い
ず
れ
も
会
場
は
市
立
図
書

館
、
参
加
料
は
無
料
で
す
。

〈
萌
え
の
子
お
は
な
し
会
〉

時　

６
月
15
日
㈯
午
後
２
時

内　

▽
紙
芝
居
＝「
し
ゅ
っ
ぱ

ー
つ
！
」　

▽
絵
本
＝｢

キ
ャ
ベ

ツ
く
ん｣　

▽
大
型
絵
本
＝｢

ぐ

る
ん
ぱ
の
よ
う
ち
え
ん｣

〈
映
画
鑑
賞
会
〉

時　

６
月
16
日
㈰
午
後
２
時

内　

｢
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
の
秘
密･

シ
ン
ド
バ
ッ
ト
と
迷
宮
の
獣
神｣

(

監
督
：
カ
ー
ル
・
ズ
ウ
ィ
ッ
キ

ー
／

主
演
：
マ
ヌ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト
、

ホ
リ
ー
・
ブ
ラ
イ
ス
リ
ー
／

２
０

１
０
年
・
ア
メ
リ
カ
映
画)

市
立
図
書
館
の

催
し
物
案
内

市
立
図
書
館　

℡
�
０
６
４
４

古
代
米
づ
く
り
体
験
教
室

北
文
化
財
保
護
課
℡
�
２
１
０
２

　

お
米
の
原
生
種
と
い
わ
れ
る

古
代
米(

赤あ
か
ご
め米
、
黒く

ろ
ご
め米
な
ど)

づ

く
り
を
体
験
し
ま
す
。

時　

▽
田
植
え
＝
７
月
６
日
㈯

▽
稲
刈
り
＝
11
月
２
日
㈯　
　

▽
収
穫
祭
＝
12
月
７
日
㈯

※
日
程
は
、
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

所　

半
田
早
尾
神
社
西
側
の
水
田

対　

市
内
在
住
・
在
勤
で
全
日

程
に
参
加
で
き
る
人

定　

50
人(

超
え
た
場
合
は
抽
選)

費　

無
料

申　

電
話
で
文
化
財
保
護
課
へ

期　

６
月
14
日
㈮
ま
で

甲
種
防
火
管
理
者
資
格

新
規
講
習

渋
川
広
域
消
防
本
部
予
防
課

℡
�
４
１
９
３

時　

７
月
24
日
㈬
、
25
日
㈭
午

前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

所　

市
民
会
館

定　

１
５
０
人(

先
着
順)

費　

６
０
０
０
円

申　

受
講
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
受
講
料
を
払
込
後
、

必
要
書
類
を
添
え
て
㈳
群
馬
県

消
防
設
備
協
会(

ｆ
０
２
７

－

２

１
０

－

８
２
２
３)

に
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
持
参

※
郵
送
に
よ
る
受
付
は
し
ま
せ

ん
。

※
受
講
申
請
書
は
、
最
寄
り
の

消
防
署
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、

㈶
日
本
防
火
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ(http://w

w
w
.n-bouka.

o
r.jp)

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

問　

▽
㈶
日
本
防
火
協
会
＝
℡

０
３

－

３
５
９
１

－

７
１
２
１

▽
㈳
群
馬
県
消
防
設
備
協
会
＝

℡
０
２
７

－

２
１
０

－

８
２
２

２　

▽
渋
川
広
域
消
防
本
部
予

防
課

期　

７
月
９
日
㈫
、
10
日
㈬
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

平
成
25
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
は
、
月
額
１
万
５
０
４
０

円
で
す
。

　

納
付
期
限
は
、
納
付
対
象
月

の
翌
月
末
日(

翌
月
末
日
が
休
日

の
場
合
は
、
翌
営
業
日)

で
す
。

　

十
分
な
所
得
が
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
長
期
に
わ
た
り
保
険

料
を
納
め
な
か
っ
た
場
合
、
国

民
年
金
法
の
規
定
に
よ
り
、
国

税
徴
収
法
の
例
に
よ
る
滞
納
処

分(

財
産
差
押
え)

の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で
に

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
料
の
納
付
は
、
口
座
振

替
の｢

早は

や

わ

り割｣

が
お
得
で
便
利
で

す
。
口
座
振
替
の
指
定
日
を
納

付
期
限
よ
り
１
カ
月
早
め
る
こ

と
に
よ
り
、
保
険
料
が
１
カ
月

当
た
り
50
円
割
引
に
な
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ぜ
ひ
、
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
渋
川
年
金
事
務

所
国
民
年
金
課(

℡
�
１
６
０

７)

へ
。

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付

期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

募
　
集

クールビズの実施について
　市では、節電および地球温暖化対策のため、庁舎内の
冷房の設定温度を高くすることとし、６月１日(土)から
10月15日(火)までの間、職員の服装もクールビズ(ノ
ーネクタイ、ノー上着)で執務しています。
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。
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市以外のお知らせ
掲載希望は本秘書広報課

（℡�2182）へ掲 示 板

時 ８月１日(木)午前９時～午後
１時　所 県立農林大学校農村婦
人の家　内 農作物の収穫や収穫
した野菜を使っての調理実習
対 小・中学生とその保護者(保
護者は原則１人まで)　定 10組
(超えた場合は抽選)　費 500円
(材料費)　申 往復はがきに住所、
子どもと保護者の氏名(ふりが
な)、学校名、学年、電話番号を
記入の上、農林大学校研修部(〒
370-3105･高崎市箕郷町西明屋
1005)へ　問 県立農林大学校(℡
027-371-3841)　期 ６月17日
(月)～７月19日(金)

　並木町自治会では、しぶかわ
観光大使で俳優の稲垣隆史さん
(渋川/下之町出身)らを迎えて、
｢語りと音楽の夕べ｣の公演を行
います。
時 ６月26日(水)午後６時30分開
演(開場は午後６時)　所 市民会
館小ホール　内 ▷第１部＝｢戦
場のピアニスト｣　▷第２部＝
｢耳なし芳一｣　費 2,000円(全
席自由)　問 並木町自治会長田
村勝さん宅(℡�6437)

平成25年度「農と食の生き生
き体験こども塾(小中学生)」

時 ６月15日(土)午後７時～10時
所 宮田ほたるの里(赤城町宮田)
※駐車場はユートピア赤城。
内 ホタル観賞案内、綿菓子やお
でん無料配布など　費 無料　
問 宮田ほたるの里を守る会星野
次夫さん(℡�2950)

第13回宮田ほたる祭り

　渋川商工会議所・渋川地区職
業安定協会では、今春学校を卒
業し新規に渋川管内に就職した
人を対象に、歓迎の意を表し職
業人として活躍してもらう事を
祈念するとともに、職場定着化
を図るため、激励大会を開催し
ます。　
時 ６月24日(月)午後５時30分
所 アネーリ渋川(金井)　
内 ▷第１部＝激励会  ▷第２部
＝テーブルマナー　対 今春卒業
して管内の事業所に就職した人
定 60人(先着順)　費 ▷渋川商
工会議所または渋川地区職業安
定協会の会員事業所＝１人1,000
円　▷非会員事業所＝１人2,000
円　▷事業主＝１人3,000円　
申 申込書に参加料を添えて渋川
商工会議所(℡�1311)へ　
期 ６月10日(月)まで

新規就職者激励大会

語りと音楽の夕べ

マレットゴルフ体験講習会

時 ７月７日(日)午前９時～午後
１時　所 ▷北毛地区＝群馬リハ
ビリテーション病院(旧沢渡温泉
病院・中之条町上沢渡2136)ほ
か県内３カ所　内 身体の基礎知
識、疾患別基礎知識、実技指導
対 リハビリテーションや介護に
関心のある人　定 各地区30人
(先着順)　費 1,000円(テキスト
代)　申・問 参加者の住所・氏
名・職種・電話番号、希望開催
場所を往復はがきまたはＥメー
ルで群馬県理学療法士協会(訪問
看護ステーション孫の手内・〒
379-2304・太田市大原町156-
3・℡0277-46-7010・ｍmago_
ota@happylovehappy.com)へ
期 ６月10日(月)まで

群馬県理学療法士協会
第25回公開講座

時 毎月第１火曜日(６月から第
３火曜日が第１火曜日に変更と
なりました)　所 敷島緑地公園
マレットゴルフ場(赤城町敷島)
対 市内在住の人　費 400円(入
場料、用具レンタル料・当日集
めます)　申 電話で市体育協会
マレットゴルフ部渋川支部小池
勝二さん宅(℡�0631)または黒
岩英雄さん宅(℡�2584)

　男性と女性が、職場や地域などで、それぞれ
の個性と能力を発揮できる｢男女共同参画社会｣
を実現するためには、国や県、市などの自治体
だけでなく、皆さん一人ひとりの取り組みが必
要です。男性も女性も少しずつではありますが、
さまざまな場面で個性や能力を発揮する機会を
得られるようになりました。しかし、今なお、
性別に対する偏見は根強く、それに基づく人権
侵害が絶えない現実もあります。
　互いに支えあえる未来を実現できるよう、こ
の男女共同参画週間に、私たちのまわりのパー

トナーシップについて考えてみませんか。
〈図書展示のお知らせ〉
　市では、男女共同参画週間に合わせて６月18
日(火)から29日(土) まで、市立図書館で「男女
共同参画展」を開催します。今年は｢ＤＶ(恋人や
配偶者からの暴力)を許さない社会にしよう」を
テーマに関連図書の展示を行います。また、昨
年度に実施した市民意識調査や男女共同参画白
書のデータにより、男女共同参画の視点からみ
た現状の紹介もします。
　　　　　　　　　　　　　　(本市民生活課)

６月23日～29日は男女共同参画週間です
「紅一点じゃ、足りない。」（平成25年度キャッチフレーズ）
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医療機関名 所在地 電話番号
あかぎ歯科医院 赤城町津久田 20-6522
いいづか歯科医院 八木原 22-0808
石岡歯科医院 赤城町三原田 56-3535
石北歯科医院 渋川（御蔭） 22-0235
石田歯科医院 渋川（大崎） 25-0411
オカ歯科医院 渋川（南町） 23-5315
小野上歯科診療所 村上 59-2493
北橘歯科診療所 北橘町真壁 52-3762
Ｋ歯科医院 金井 22-2331
小林歯科医院 渋川（寄居町） 22-0773
こぶな歯科医院 渋川（藤ノ木） 22-4939
さいとう歯科医院 北牧 53-5454
佐鳥歯科クリニック 渋川（下之町） 22-0069
しまむら歯科医院 八木原 20-1182
関歯科医院 吹屋 25-0530
高橋歯科クリニック 行幸田 24-8211
田村歯科医院 渋川（南町） 22-0942
永井歯科医院 赤城町上三原田 56-8854
平形歯科医院 石原 22-0953
ふくしま歯科医院 金井 22-0154
福田歯科医院 渋川（元町） 23-6677
船岡歯科医院 半田 23-8211
ほしかわ歯科医院 石原 24-8835
星野歯科クリニック 行幸田 22-0232
三剛歯科医院 伊香保町伊香保 72-3430
宮下歯科医院 渋川（坂下町） 24-1939
宮下デンタルクリニック 中郷 53-4701
山川歯科医院 渋川（新町） 22-0260
山崎歯科医院 渋川（元町） 25-1184
山下歯科医院 渋川（坂下町） 22-0648
吉岡歯科クリニック 行幸田 24-8289
エース歯科

吉岡町

55-1181
駒寄歯科クリニック 30-5500
さくら歯科 30-6333
佐藤歯科医院 54-8330
清水歯科医院 54-3413
スマイル歯科クリニック 30-5033
たきざわ歯科医院 55-6480
たけうち歯科医院 25-7700
明治歯科診療所 25-8101
あおば歯科医院

榛東村
25-8820

真下歯科クリニック 54-1366

歯周疾患検診委託歯科医院一覧
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市
で
は
、
高
齢
期
に
お
け
る

健
康
維
持
と
歯
の
喪
失
を
予
防

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
歯
周

疾
患
検
診
を
、
㈳
渋
川
北
群
馬

歯
科
医
師
会
に
委
託
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
歯
周
疾
患
検
診

は
、
歯し

垢こ

う

な
ど
の
付
着
状
況
や

歯
周
の
炎
症
を
診
査
し
ま
す
。

　

今
年
１
月
に
行
っ
た﹁
健
康

診
査
等
調
査
票
﹂に
よ
る
調
査

で
歯
周
疾
患
検
診
を
希
望
し
た

人
に
受
診
票
を
郵
送
し
ま
し
た
。

新
た
に
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、

二
渋
川
保
健
セ
ン
タ
ー（
℡
�

１
３
２
１
）へ
電
話
か
直
接
窓

口
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

対　

市
内
在
住
で
、
今
年
度
中

に
満
30･

40･

50･

60･

70
歳

に
到
達
す
る
人

所　

左
表
の
と
お
り

費　

１
０
０
０
円

期　

平
成
26
年
１
月
31
日
㈮
ま

で
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い

※
生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
市
民

税
非
課
税
世
帯
は
無
料
に
な
り

ま
す
。
事
前
に
渋
川
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民

福
祉
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
渋
川
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
。

　健康推進員は、市長から委嘱を受けて、市民の
健康の保持増進や疾病予防のために活動していま
す。２年目の任期となる今年度は、地域での活動
を積極的に行う予定です（任期は２年）。
健康推進員の主な活動
①健康診断などでの協力
　市で行う健診等の会場で、受診者が健診などを
受けやすいようにサポートします。保護者が受け
付け手続きを行いやすいように、お子さんを抱っ
こして保護者を補助するほか、会場での案内や一
時保育などに協力しています。
②健康づくりに関する正しい情報を伝える
　健康推進員は、各種講演会や健康教室に参加し
て身に付けた知識を家族や地域の人たちへ伝える
役割を担います。また、地域の人たちに健康づく
りのための各種事業への参加を促します。

③地域と行政とのパイプ役
　健康推進員は、地域の人から健康に関する相談
を受けたり、健康づくりに関する要望を伺います。
また、虐待などが疑われる家庭がある場合は、市
に情報提供を行います。連絡を受けた市では、関
係する機関への連絡調整を含め、適切な対応に努
めます。
　詳しくは、健康推進員事務局（二渋川保健セン
ター内・℡�1321）へ。

歯
周
疾
患
検
診
の
お
知
ら
せ

対
象
は
30･

40･

50･

60･

70
歳
に

到
達
す
る
人

健康推進員の活動を紹介します
市民の健康増進や疾病予防のために活躍中
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健
全
な
食
生
活
を
営
む
た
め

に
は
、
食
に
関
す
る
知
識
と
食

を
選
択
す
る
力
を
身
に
付
け
る

｢

食
育｣

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
が
健
康
上
の
問
題
で

日
常
生
活
の
制
限
を
受
け
ず
に

生
活
す
る
た
め
に
は
、
各
年
代

に
応
じ
た
栄
養
と
食
生
活
の
営

み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
乳
幼
児
期

生
活
習
慣
病
予
防
は
乳
幼
児
期

か
ら
必
要
で
す
。
正
し
い
食
生

活
習
慣
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ

う
に
育
て
ま
し
ょ
う
。

②
青
少
年
期

規
則
正
し
く
食
べ
る
こ
と
で
将

来
の
健
康
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

③
壮
・
中
年
期

正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、
自

分
の
健
康
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

④
高
齢
期

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活
で
身

体
の
機
能
を
保
ち
、
毎
日
を
健

や
か
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

｢

食
育
情
報｣

の
発
信
拠
点

　

県
と
市
で
は
、
地
域
に
お
け

る
情
報
発
信
の
特
設
コ
ー
ナ
ー

｢

食
育
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー｣

を
設
置

し
、
幼
児
期
か
ら
楽
し
み
な
が

ら
学
ぶ
食
育
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

所　

二
渋
川
保
健
セ
ン
タ
ー
、

子
持
学
校
給
食
共
同
調
理
場
、

渋
川
保
健
福
祉
事
務
所

内　

①
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
パ
ネ

ル
の
設
置
な
ど
に
よ
る
食
育
情

報
の
発
信　

②
紙
芝
居
、
カ
ル

タ
な
ど
の
食
育
教
材
や
食
育
関

連
書
籍
な
ど
の
貸
し
出
し

※
食
育
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
詳
細

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
:

//w
w

w
.c

ity.sh
ib

u
ka

w
a
.

lg.jp
/

）で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
渋
川
保
健
セ
ン

タ
ー（
℡
�
１
３
２
１
）へ
。

自死遺族相談・交流会のお知らせ ６
月
は「
食
育
月
間
」で
す

毎
日
の
き
ち
ん
と
し
た
食
生
活
が

社
会
全
体
の
幸
せ
へ

５
月
31
日
～
６
月
６
日
は
禁
煙
週
間

〜
禁
煙
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
〜

や
子
ど
も
へ
の
影
響
は
深
刻

で
す
。
禁
煙
は
、
喫
煙
者
自

身
と
、
周
囲
の
大
切
な
人
の

健
康
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

喫
煙
者
の
多
く
が
な
か
な

か
禁
煙
が
で
き
な
い
の
は
、

喫
煙
者
の
意
志
が
弱
い
か
ら

で
は
な
く
、
ニ
コ
チ
ン
の
強

い
依
存
性
に
よ
る
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
自
力
で
禁
煙
す

る
よ
り
も
、
禁
煙
薬
剤
の
使

用
や
、
専
門
家
に
よ
る
支
援
・

治
療
を
受
け
た
方
が
、
禁
煙

で
き
る
可
能
性
が
２
～
３
倍

高
ま
り
ま
す
。
市
で
は
、
禁

煙
に
関
す
る
健
康
相
談
や
医

療
機
関
で
の
禁
煙
外
来
の
紹

介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　 

健
康
相
談
を
ご
利
用

 

　
く
だ
さ
い

時　

月
～
金
曜
日（
市
役
所

閉
庁
日
は
除
く
）　

▽
午
前
の
部
＝
９
時
～
11
時

30
分　

▽
午
後
の
部
＝
１
時

～
４
時

所　

二
渋
川
保
健
セ
ン
タ
ー

　

詳
し
く
は
、
渋
川
保
健
セ

ン
タ
ー（
℡
�
１
３
２
１
）へ
。

　

喫
煙
は
、
肺
が
ん
を
は
じ

め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
が
ん

の
発
生
に
関
係
が
あ
る
だ
け

で
な
く
、
慢
性
閉
塞
性
肺
疾

患
な
ど
の
呼
吸
器
疾
患
、
動

脈
硬
化
性
疾
患
、
消
化
器
潰か

い

瘍よ

う

な
ど
の
発
症
リ
ス
ク
を
高

め
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。

　

た
ば
こ
の
煙
に
含
ま
れ
る

有
害
物
質
は
、
喫
煙
者
が
直

接
吸
い
込
む
煙
よ
り
、
た
ば

こ
の
先
か
ら
出
て
い
る
煙
の

方
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
た
ば
こ
を
吸
わ

な
い
人
も
喫
煙
者
と
同
様
に

健
康
へ
の
影
響
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
特
に
妊
婦

【　
　
　
　
　

】

　大切な家族を自死で亡くされた場
合、ショックを受け、悲しみ、不安、
怒りなどの気持ちを抱くのは自然なこ
とです。しかし、その気持ちを周囲に
話すことは難しく、一人で抱えてしま
うことが多いと言われています。
　県では、大切な人を自死で亡くした
人が、安心して相談したり、悩みを打
ち明けたりすることができる場とし
て、自死遺族を対象とした相談と交流
会を実施しています。
■自死遺族相談
時 毎月第１火曜日午前９時～正午
所 県こころの健康センター（前橋市野
中町368）
対 家族を自死で亡くした人（親、配偶
者、きょうだい、子ども）
申 電話で県こころの健康センター（℡
027-263-1156）に予約してください
■自死遺族交流会
　県こころの健康センターでは、自死
遺族相談を受けた人を対象にした、遺
族同士の交流会を、月１回開催してい
ます。
　参加方法などは、自死遺族相談の際
に案内します。
　詳しくは、県こころの健康センター
へ。
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｢

大
型
の
台
風
が
接
近
中
で
す
。
渋
川
市

に
避
難
指
示
が
出
ま
し
た｣

皆
さ
ん
は
こ

の
放
送
を
聞
い
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
行
動

を
と
り
ま
す
か
？
今
回
は
避
難
所
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。

︿
正
常
化
の
偏
見
﹀

　

人
間
は
自
分
に
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
は

排
除
し
、
都
合
の
良
い
こ
と
だ
け
を
受
け

入
れ
よ
う
と
す
る
性
格
を
持
ち
ま
す
。
会

社
で
火
災
報
知
機
が
鳴
り
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
行
動
は
？
皆
さ
ん
は
、
小
さ
い
こ
ろ

｢

非
常
ベ
ル
が
鳴
っ
た
ら
逃
げ
ま
し
ょ
う｣

と
教
え
ら
れ
、
訓
練
し
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
事
態
に
直
面
し
な
い
と

行
動
せ
ず｢

故
障
か
な｣｢

訓
練
か
な｣

と
、

自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
、
避
難
で
き
な
い

人
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

︿
避
難
放
送
の
種
類
﹀

　

避
難
の
放
送
に
は
３
段
階
あ
り
ま
す
。

第
１
段
階
は｢

避
難
準
備
情
報｣

で
す
。
こ

の
放
送
は
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
に

避
難
の
開
始
を
促
す
も
の
で
す
。
第
２
段

階
は｢

避
難
勧
告｣
で
す
。
こ
の
段
階
で
は

避
難
を
強
要
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
避
難
の
準
備
、
自
主
避
難
を
促
す
放

送
で
す
。
そ
し
て
、
第
３
段
階
は｢

避
難

指
示｣

で
す
。
こ
の
段
階
は
危
険
が
差
し

迫
っ
て
お
り
、
直
ち
に
避
難
す
る
よ
う
通

知
す
る
も
の
で
、
拘
束
力
が
あ
る
も
の
だ

と
認
識
し
て
く
だ
さ
い
。

︿
避
難
所
の
種
類
﹀

　

で
は
、
ど
こ
に
避
難
し
た
ら
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。
避
難
所
に
は
、
２
種
類
あ
り

ま
す
。
行
政
が
指
定
す
る｢

収
容
避
難
所｣

と
、
自
治
会
な
ど
が
準
備
す
る｢

一
時
避
難

所｣

で
す
。｢

収
容
避
難
所｣

は
、
家
屋
の
倒

壊
等
で
被
害
を
受
け
た
人
な
ど
を
一
時
的

に
受
け
入
れ
、
保
護
し
、
衣
食
住
を
賄
う

施
設
で
す
。｢

一
時
避
難
所｣

は
、
収
容
避

難
所
に
避
難
す
る
前
に
、
一
時
的
に
人
員

の
掌
握
や
外
の
様
子
を
伺
う
場
所
で
す
。

皆
さ
ん
は
、
ま
ず
集
合
す
る｢

一
時
避
難

所｣

を
確
認
し
、
次
に｢

収
容
避
難
所｣

を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
居
住
す
る
場
所
に

よ
っ
て
は｢

こ
ち
ら
の
避
難
所
が
近
い｣

と

い
う
言
葉
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
避
難
で
き

る
場
所
に
避
難
す
る
こ
と
が
最
良
で
す
が
、

そ
の
場
合
は
、
事
前
に
自
治
会
長
さ
ん
た

ち
に
話
を
し
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
自
治
会
長
さ
ん
た
ち
が｢

○

○
さ
ん
が
居
な
い｣

と
心
配
し
、
探
す
不

必
要
な
時
間
を
費
や
す
こ
と
が｢

死
を
招

く
時
間｣

と
な
る
か
ら
で
す
。
普
段
か
ら

自
治
会
な
ど
の
会
合
や
行
事
に
積
極
的
に

参
加
し
、｢

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ｣

を
育
ん

で
く
だ
さ
い
。

︿
臨
機
応
変
な
判
断
﹀

　

災
害
は
自
然
が
相
手
で
す
。
い
つ
、
ど

の
よ
う
な
形
で
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
従
っ
て
、
私
た
ち
も
固
定
観
念
に
と

ら
わ
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
赤
城
地
区
の

人
が
伊
香
保
に
出
向
い
て
い
て
地
震
が
起

き
た
時
に
、｢

赤
城
公
民
館
に
避
難
し
な

く
て
は｣

で
は
な
く
、
そ
の
場
に
応
じ
た

避
難
対
処
を
行
い
、
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　この授業では、市民の皆さんに「防災」について
少しでも考えてもらい、日ごろから災害に備えて
もらうことで、多くの命が守られていくことを願
い、情報をお知らせするものです。
　３時限目の今回は、「避難所」についての授業
です。　　　　〈寄稿：防災専門員・小金澤照昌〉

市消防防災対策室（本行政課内）

事前に確認！「避難所」

 シリーズ　命を守る授業
毎月掲載 ／３時限目

生き抜くために私たちがすべきこと

①地震の揺れが収まったら、非常持出袋を持
って急いで外に逃げる。

②地震の時、家の中で一番安全な場所はトイ
レである。　　（答えは、次号に掲載します）

防災
○×

クイズ

第一保育所の地震想定避難訓練

【前回５月１日号の答え】①…×　徐行し左側に停車後、ラジオで情報収集。鍵は付けたまま車検証をもって避難する。
②…×　阪神・淡路大震災で亡くなった人の８割以上は家屋・家具の倒壊による圧死・窒息死が原因。



回 月 内容 時間 場所

第２回 ８月25日㈰ ごみを減らす取り組み

第３回 10月 ＣＯ２を減らす取り組み

第４回 12月 緑を増やす取り組み

第５回 平成26年
２月

1,000年持続可能な
社会を目指して

市民環境大学　今後の開催日程

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

市
役
所
第
二
庁
舎
２
０
１
会
議
室

23 平成25年６月１日号

  

　

歯
周
病
と
全
身
の
病
気
と
は
、

あ
ま
り
関
係
が
な
い
と
思
わ
れ
そ

う
で
す
が
、
誤ご

嚥え

ん

性
肺
炎
・
糖
尿

病
・
心
臓
血
管
疾
患
・
早
産
低
体

重
児
出
産
な
ど
の
全
身
疾
患
と
、

歯
周
病
と
の
深
い
関
連
性
が
現
在
、

明
ら
か
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
80
歳
で
20
本
の
健
康

な
歯
を
残
す
、｢

８は
ち
ま
る
に
い
ま
る

０
２
０
運
動｣

の

成
果
が
検
証
さ
れ
る
な
ど
、
歯
や

口
腔
の
健
康
が
全
身
の
健
康
に
つ

な
が
る
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

歯
科
の
２
大
疾
患
で
あ
る
虫
歯

と
歯
周
病
は
、
早
期
発
見
、
早
期

治
療
、
そ
し
て
長
期
の
健
康
管
理

が
必
要
で
す
。

　

ご
自
身
の
歯
磨
き
な
ど
の
口
腔

ケ
ア
に
加
え
て
、
定
期
的
に
か
か

り
つ
け
歯
科
医
院
で
の
専
門
的
口

腔
ケ
ア
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
中
高
年
の
人
々
が
歯
周

病
で
多
く
の
歯
を
失
う
現
状
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
年
齢
の
区
切
り
の

年
に
行
う
節
目
検
診
だ
け
で
は
な

く
、
成
人
歯
科
検
診
の
重
要
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

現
状
に
よ
り
、
群
馬
県
で
は
平
成

25
年
４
月
に｢

群
馬
県
歯
科
口
腔

保
健
の
推
進
に
関
す
る
条
例｣

が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
の

中
で
、
生
涯
を
通
じ
た
、
切
れ
目

の
な
い
歯
科
検
診
を
啓
発
し
て
い

ま
す
。

　

病
気
や
虫
歯
に
な
り
、
歯
を
失

っ
て
も
入
れ
歯
な
ど
で
補
う
こ
と

は
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
本
来
生

え
て
い
た
健
康
な
歯
に
は
か
な
い

ま
せ
ん
。
あ
る
調
査
で
は
、
若
い

う
ち
に
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
こ

と
の
１
位
に
、
歯
科
検
診
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

歯
を
失
っ
て
か
ら
困
っ
て
い
る
人

が
多
い
よ
う
で
す
。

　

歯
科
医
院
は
痛
く
な
っ
た
ら
、

ま
た
は
、
病
気
に
な
っ
た
ら
行
く

所
と
考
え
て
い
る
人
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
そ
う
で
は
な
く
、

痛
く
な
ら
な
い
、
病
気
に
な
ら
な

い
た
め
、
ま
た
歯
を
失
わ
な
い
た

め
に
、
定
期
的
な
歯
科
検
診
の
受

診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

 健康の道しるべ 毎月掲載

歯
科
検
診
の
勧
め

渋

川

北

群

馬

歯

科

医

師

会

　市では、環境をテーマに学習する市民環境大
学を開催します。
　環境への関心が高まる中、本講座では、環境
に関する正しい認識を深めるとともに、環境問
題とは何か、私たちにできることは何かを考え
ます。
　今年度は、｢環境と生活のつながりを見直そ
う｣をテーマに生活に身近な内容で全５回の講
座を予定しています。ぜひ、この機会に本講座
を受講してください。
時　６月30日（日）午後１時30分～４時30分
所　市役所第二庁舎201会議室
内　｢大気汚染の現状と対策｣について
師　熊谷貴美代さん（群馬県衛生環境研究所独
立研究員）
対　市内在住・在勤・在学の人

申・問　電話で本環境課（℡�2114）へ
※市ホームページ（http://www.city.shibukawa.
lg.jp/index.html）｢電子申請・施設予約｣からも
申し込みができます。
期　６月21日（金）まで
他　今後の開催予定は、下表のとおり
※各回のチラシについては後日、環境課および
各総合支所、各公民館などに置きます。

守り育て未来につなぐ 隔月４回掲載／第２回

平成25年度市民環境大学を開催
第１回受講者募集
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撮影場所：福増寺(赤城町津久田)
撮影日：平成24年４月15日
撮影者：大畠繁さん(赤城町長井小川田)

練り歩く　甲冑姿の　武者行列

　かつて室町時代、白井城の城下町として栄えた現在の白
井宿。今も道の中央には白井堰

せ き

が流れ、街道両脇には土蔵
造りの家並みと、105本の八重桜が植えられ、当時の姿を
伝えています。
　毎年八重桜が見頃を迎える４月下旬の「白井宿八重ざく
ら祭り」では、戦国武将などの衣装を身にまとった武者行
列が行われます。本物の甲

か っ ち ゅ う

冑を持参する人、自慢の手作り
甲冑を身にまとう人などさまざまな武将たち。白井宿を甲
冑姿で練り歩く姿は勇壮で、見物客をその時代へといざな
います。

　富士山がついに世界遺産に認定されそうですね。これ
を機会に私も富士山登頂に挑戦してみたいと思っていま
す。その前に、まずは先月１日号山特集にあった、渋川
の山々に挑戦予定。みなさんも山登りにチャレンジして
みませんか？目指せ、山ボーイ、山ガール！！ (田)

vol.36

　皆さんが市内で撮影した写真を募集します。
写真にタイトルと撮影場所、撮影日、住所、氏
名を明記して本秘書広報課(〒377-8501・石原80 
・ｍkouhou@city.shibukawa.lg.jp) へ。
※特定の人物を中心に撮影しているものなど、
写真によって掲載できない場合があります。

【福増寺のライトアップ】


